
 

 

 
 

国語の基礎的な力や身につけた基礎的な力を生かして様々な問題を解決したり、工夫して生活したりする力について

調べる問題です。ことわざの使い方の例として適切なものを選択する問題や畳職人へのインタビューの様子の場面にお

ける、質問の工夫として適切なものを選択する問題などが出題されています。 

 

 

 海老名市 神奈川県（公立） 全国（公立） 全国との比較 

平均正答率 66.8％ 65.0％ 64.6％ 2.2 

平均正答数 9.4/14問 9.1/14問 9.0問 /14問 0.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

分類 区分 

対象 

問題

数 

平均正答率（％） 平均無解答率（％） 

海老名市 
全国 
（公立） 

全国との 

比較 
海老名市 

全国 

（公立） 

全国との 

比較 

学習

指導

要領

の領

域等 

話すこと・聞くこと ３問 81.0 79.8 1.2  2.0 3.1 -1.1 

書くこと ３問 60.1 57.1 3.0  4.3 6.2 -1.9 

読むこと ４問 52.0 48.5 3.5  7.0 8.1 -1.1 
伝統的な言語文化と 

国語の特質に関する事項 ４問 76.1 75.6 1.0  0.9 1.7 -0.8 

問題

形式 

選択式 ６問 66.1 63.9 2.2  0.1 0.4 -0.3 

短答式 ４問 75.8 74.4 1.4  2.3 3.2 -0.9 

記述式 ４問 59.0 56.0 3.0  9.1 11.4 -2.3 

 ９～10 問、12～13 問が多い 

正答数分布グラフ （横軸：正答数、縦軸：割合） 

（％） 

全体の結果 

分類・区分別集計結果 

調査問題の内容 

平均正答率…平均正答数を問題数で割った値の百分率。 

 

中央値…正答数を大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 

 学習指導要領に示されている各領域に基づき、話し合いの場面で参加者の誰がどのようなことについて発言すると

よいかと、そのように考えた理由を書く問題や、意見文の下書きの構成の工夫について、自分の考えを書く問題、事

前に確かめておきたいことについて相手に失礼のないように書く問題などが出題されています。 

中学校 国語 
令和３年度 

全国学力・学習状況調査 

０～６問が少ない 

（問） 

* 正答率 50％以下(0～7 問)の生徒の割合は 23.4％で
す。【全国は 27.5％】 

* 正答率 80％以上(12～14 問)の生徒の割合は 23.6％
です。【全国は 20.9％】 

* 中央値は 10問です。【全国は９問】 

全ての領域において、 

全国と比較して上回っています。 



 

 

○平均正答率、平均正答数、中央値を見ると、全国と比べてやや上回っています。 

○平均正答率が全国を上回った問題は、14問中 13問です。また、平均正答率が 80％以上の問題は、 

14問中４問（全国も４問）です。 

○領域別から見ると、平均正答率が 80％以上の４問のうち、２問が「話すこと聞くこと」の領域です。 

○無解答率が全国よりも高かった問題は 14問中０問です。特に、記述式の無解答率が低い傾向がみら

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話し合いの話題や方向性を捉えて、質問者の質問の意図や司会の役割について適切に捉えることが

できます。また、記述式の設問に対する正答率が全国と比べて高く、無回答率も全国と比べて低いこと

から、設問に対し粘り強く取り組むことについて成果が見られます。 

○叙述を根拠とした自分の考えを持つ力や意見文等の段落相互の関係を捉える力に課題が見られ、指

導の工夫が求められます。 

 

 

◆考えの根拠を引用することができるようになるために 

○作品に対する考えを書く際に、「どこからそう感じたのか」という根拠を意識させ、叙述に基づいて考
えるように指導します。例えば、根拠の示されていない解答例をもとに、根拠となる部分を学級全体
やグループで検討する活動等が考えられます。 

◆段落相互の関係を捉えるために 

○説明文を扱った学習場面等で、段落相互の関係に着目し、文章の構成を捉えさせる指導を行いま
す。また、意見文を書く学習では、段落の役割や順序を意識させて指導します。 

◇この問題の正答率 

海老名市     79.6％ 

全国（公立）    74.5％ 

（全国との比較 ＋5.1） 

考 察 

海老名市の結果についての分析 

２  意見文を書く 

全国の正答率と差が見られた問題の例 

趣旨 書いた文章を互いに読み合い、文

章の構成の工夫を考えることが

できるかどうかをみる。 

正答は省略 

指導の改善にむけて 

山
田
さ
ん
が
書
い
た
【
意
見
文
の
下
書
き
】
の
構
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に
は
ど
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よ
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あ
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す
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複
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な
お
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読
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し
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し
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ん
。 

中学校国語のすべての問題は、国立教育政策研究所の 
ホームページで見ることができます。 


